
海外への任務も担うＣー１３０Ｈ輸送機に乗って浜松上空へ
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
。
翌
日
に
控
え
た
航
空
祭
の
た
め
に
、
エ
プ

こ
の
体
験
搭
乗
は
、
同
基
地
で
開
催
さ
れ
た
「
エ
ア
フ
ェ
ス
タ
浜
松

そ
し
て
い
よ
い
よ
参
加
者
た
ち
は
、Ｃ
ー
１
３
０
Ｈ
の
機
体
後
部
に
あ

れ
た
「
Ｃ
ー
１
３
０
輸
送
機
体
験
搭
乗
」
に
自
衛
官
を
希
望
す
る
若
人

間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
体
の
特
徴
や
運
用
の
違
い
を
確
認
し
つ
つ
、
機
体

害
派
遣
活
動
に
励
む
自
衛
官
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
身
の
引
き
締
ま
る

く
な
る
と
機
体
は
ゆ
っ
く
り
と
滑
走
路
に
向
か
い
走
り
出
し
た
。
一
段

ら
高
度
５
０
０
０
フ
ィ
ー
ト
の
フ
ラ
イ
ト
を
体
感
し
て
い
た
。

リ
テ
ィ
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

と
並
び
、
中
に
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
大
会
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

美
な
装
飾
品
な
ど
は
一
切
な
く
、
座
席
も
横
向
き
。
機
内
乗
員
か
ら
飛

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
航
空
機
な
ど
へ
の
体
験
搭
乗
の
機
会
を
積
極

方
に
押
さ
れ
る
「
Ｇ
」
を
感
じ
つ
つ
離
陸
。
大
空
へ
飛
び
立
っ
た
参
加

な
し
て
い
る
姿
が
、
と
て
も
格
好
良
か
っ
た
」「
上
空
か
ら
郷
土
の
景
色

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、

２
０
１
９
」
の
た
め
に
飛
来
し
た
同
機
の
運
用
を
実
際
に
体
感
し
て
も

を
引
率
し
た
。

と
と
も
に
写
真
に
納
ま
っ
て
い
た
。

１
０
月
１
９
日
（
土
）、
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
（
浜
松
市
）
で
実
施
さ

機
体
に
彩
っ
た
Ｔ
ー
４
中
等
練
習
機
も
。
参
加
者
た
ち
は
搭
乗
ま
で
の

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」「
こ
の
輸
送
機
で
今
も
災

行
中
の
注
意
喚
起
も
し
っ
か
り
と
あ
り
、
エ
ン
ジ
ン
音
が
次
第
に
大
き

者
た
ち
は
、
機
内
の
小
窓
か
ら
浜
松
市
街
や
浜
名
湖
な
ど
を
望
み
な
が

的
に
紹
介
し
、
大
空
へ
憧
れ
る
若
人
が
搭
乗
員
に
な
れ
る
よ
う
、
リ
ア

ロ
ン
地
区
に
は
航
空
自
衛
隊
が
運
用
し
て
い
る
他
の
航
空
機
も
ず
ら
り

る
大
き
く
開
い
た
貨
物
用
扉
か
ら
機
内
へ
。
機
内
は
民
間
機
と
違
い
華

思
い
が
し
た
」
な
ど
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

と
エ
ン
ジ
ン
音
が
大
き
く
な
る
と
同
時
に
、
参
加
者
の
身
体
は
機
体
後

参
加
者
か
ら
は
「
機
内
ク
ル
ー
の
女
性
隊
員
が
手
際
良
く
業
務
を
こ

朝の交差点で児童らの安全見守る
っ
て
、
同
校
と
の
調
整
に
尽
力
し
て
実
現
し
た
も
の
。

こ
の
活
動
は
、
同
校
近
隣
在
住
の
広
報
官
、
川
間
新
一
郎
２
等

隊
員
が
「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
る
と
、
児
童
か
ら
も
「
お

学
校
の
通
学
路
に
お
い
て
、
同
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
協
力
を
得
て
、

を
片
手
に
、
横
断
す
る
児
童
一
人
ひ
と
り
に
交
通
事
故
防
止
と
防

し
て
お
ら
ず
、
児
童
た
ち
は
普
段
自
衛
官
を
見
る
機
会
が
ほ
と
ん

ィ
ア
」
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
、
学
校
や
住
民
の
方
と
と
も
に
我

東
西
に
走
る
南
中
央
通
り
が
交
差
す
る
非
常
に
交
通
量
の
多
い
交

笑
顔
が
返
っ
て
き
た
。

だ
っ
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）

陸
曹
が
、
自
ら
も
６
人
の
子
を
持
つ
親
と
し
て
の
強
い
思
い
も
あ

児
童
の
安
全
確
保
と
交
通
事
故
抑
止
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
た
。

犯
の
注
意
喚
起
を
行
い
、
安
全
を
見
守
っ
た
。

静
岡
募
集
案
内
所
は
、
１
０
月
２
３
日
（
水
）、
静
岡
市
立
南
部
小

差
点
で
実
施
。
所
員
は
陸
・
海
・
空
自
衛
官
の
制
服
姿
で
横
断
旗

当
所
が
担
当
す
る
静
岡
市
に
は
、
自
衛
隊
の
駐
屯
地
等
は
所
在

静
岡
所
は
、
今
後
も
２
週
間
に
１
回
以
上
「
旗
振
り
ボ
ラ
ン
テ

初
日
と
な
る
こ
の
日
は
、
静
岡
市
の
南
北
に
走
る
石
田
街
道
と

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
で
大
き
な
声
と
、
と
て
も
素
敵
な

ど
な
い
た
め
、
所
員
の
制
服
と
凛
々
し
い
姿
に
興
味
津
々
な
様
子

が
国
の
宝
と
な
る
若
い
力
を
守
っ
て
い
く
。

常葉大学「水落祭」で自衛隊をＰＲ
内
容
や
研
究
成
果
を
発
表
し
、
更
な
る
地
域
と
の
交
流
を
図
っ
た
。
キ

躍
な
ど
を
発
信
し
た
。

訓
練
を
体
感
で
き
る
Ｖ
Ｒ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
陸
・
海
・
空
自
衛
官
に
な

水
落
キ
ャ
ン
パ
ス
（
静
岡
市
）
で
行
わ
れ
た
「
第
２
回
水
落
祭
」
に
お

の
来
場
が
あ
っ
た
中
、
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
っ
た
。

て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
」「
自
衛
官
に
な
る
コ
ー
ス
が
こ

れ
て
い
る
女
性
自
衛
官
の
姿
も
披
露
し
た
。

各
種
採
用
試
験
を
丁
寧
に
説
明
。
そ
の
ほ
か
、
一
般
事
務
職
に
近
い
会

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
大
学
祭
な
ど
学
生
が
気
軽
に
集
う
イ
ベ
ン
ト

や
サ
ー
ク
ル
ブ
ー
ス
が
数
多
く
設
置
さ
れ
、
自
衛
隊
も
静
岡
県
警
や
島

て
い
る
台
風
１
５
号
及
び
１
９
号
に
お
け
る
災
害
派
遣
活
動
の
様
子
も

せ
る
と
１
０
０
以
上
も
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
を

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
な
る
一
般
幹
部
候
補
生
や
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
な

す
く
解
説
し
た
。

に
、
自
衛
官
を
目
指
す
学
生
が
心
置
き
な
く
「
出
航
」
で
き
る
よ
う
、

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は

今
年
の
水
落
祭
の
テ
ー
マ
は
「
出
航
」。
学
生
た
ち
は
日
頃
の
学
習

い
て
、
大
学
生
が
知
り
た
い
自
衛
隊
の
情
報
、
特
に
女
性
自
衛
官
の
活

静
岡
地
本
は
校
舎
内
教
室
に
お
い
て
も
、
陸
・
空
自
衛
隊
の
運
用
や

１
０
月
２
６
日
（
土
）
と
２
７
日
（
日
）
の
２
日
間
、
常
葉
大
学
静
岡

田
市
と
と
も
に
公
務
員
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
２
日
間
で
１
３
０
０
人
も

説
明
を
聞
い
た
学
生
か
ら
は
「
女
性
が
い
ろ
い
ろ
な
職
種
で
活
躍
し

パ
ネ
ル
展
示
し
、
今
一
番
活
躍
が
期
待
さ
れ
、
被
災
地
で
も
頼
り
に
さ

頼
り
が
い
の
あ
る
水
先
案
内
人
と
し
て
活
動
し
て
い
く
。

る
一
般
曹
候
補
生
を
は
じ
め
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
医
師
、
看
護
師
な
ど
の

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

ャ
ン
パ
ス
に
は
催
し
も
の
を
披
露
す
る
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
は
じ
め
売
店

り
き
る
制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
。
さ
ら
に
現
在
も
各
地
で
継
続
し

ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
さ
ら
に
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
職
種
を
合
わ

ま
た
、
各
種
あ
る
自
衛
官
採
用
コ
ー
ス
も
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
紹
介
。

計
や
補
給
等
の
職
種
も
あ
る
こ
と
を
広
報
官
が
学
生
た
ち
に
分
か
り
や

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
国
を
守
る
仕
事
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も


